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 筋組織の恒常性は主に筋衛星細胞（Satellite cells、MuSCs）、間葉系幹細胞（Mesenchymal Stem 
Cells; MSCs）により示されている。そこで次に、マウス MSC、筋芽細胞株 C2C12、マウス初代




ム編集により miR-155 ノックアウト細胞を作成し、移植実験を行ったところ、miR-155 をノック
アウトした細胞では抗酸化ストレス遺伝子群の低下が緩和されており、これに一致して活性酸素
の発生が抑制されていることが明らかとなった。本研究成果は’17 年に Aging Cell 誌に掲載され
た。
また、C2C12 における miR-155 の発現が MuSCs 未分化マーカーの発現を抑制し、筋分化を促
進した。これまでの研究で、加齢個体の MuSCs では Notch1 の発現が低下することが報告され
ていた。筋分化との関連性はよくわかっていなかったが、本研究において、Notch1 が miR-155
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